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　1984年師走，私が顧問のボート部員たちは学内の
レストランにランチを囲み，アフリカ調査旅行を目
前にした私を慎ましくも心から激励してくれてい
た．雲間から時折漏れる薄日の光線の中に，極微粒
子状に舞う粉雪がきらめいて北国の情緒をかもしだ
していた．
　それから1か月，私たちは既に数千キロ赤道アフ
リカの山野を巡って，発癌プロモーター植物の採集
を続けていた．アフリカの空に白いテーブルクロス
を掛けたようなキリマンジェロの山容を見飽きるこ
ともなく，終日山麓を走り続けた日もあった．そう
して容易に目にとまるその種の植物に一々喜んでい
た．だが，どうして美しい大地のここにだけバーキ
ットリンパ腫が集中するのだろうか．サバンナに突
っ立ちあるいは足元に這う，そうした植物と人の癌
を結ぶ，その接点が分からなかった．何十種と見つ
けたというのに，である．
　以前から，強力な発癌プロモーター・12－0－
tetradecanoyl　phorbol－13－acetate（TPA）が著明
なEBウイルス（EBV）活性化能をもつという報告
がなされ，私達はTPAの由来するCroton　tiglium
や，さらに同種である多数のEuphorbia科（トウダ
イグサ科）植物に対象を広げ，抽出液中のこの活性
を検索していた．その結果，Euphorbia植物一般に
当てはまることが明らかにされ，なかにはTPA同
様の強力な作用をもつ種類も見いだされた．
　Euphorbia科には，可憐な野草から電柱ほどの高
木に至るまで様々に姿態を変えて数千種に及ぶ草木
が所属し，いずれも熱帯，亜熱帯を生育地域として
おり，そのままバーキットリンパ腫と上咽頭癌の発
生分布域に重なり合っていた．このことがそれまで
多年EBV発癌のco－factorに興味を抱いていた私
たちの目を引くこととなり，新たな研究の発端とな
った．
バーキットリンパ腫とEBウイルス
　1958年，赤道下アフリカ小児に多発するバーキッ
トリンパ腫（Burkitt’s　lymphoma；B：L）が報告され
た．黄熱病に似た発生分布域から昆虫媒介ウイルス
病を思わせ世界の注目を浴びることになった．1964
年，これにEBウイルス（Epstein－Barrウイルス；
EBV）が見いだされた．　EBVはまた，中国南部に
多い上咽頭癌（nasopharyngeal　carcinoma；NPC）
や免疫抑制下に起きる日和見B細胞性リンパ腫
（opportunistic　B　cell　lymphoma）にも関与が示唆
され，さらに急性感染症である伝染性単核症（infec・
tious　mononucleosis；IM）の病因とされている．今
年のウイルス学会には，胃腺癌とEBVの関連をい
う報告が登場し注目された．胃腺癌の9％に及ぶと
いう．EBV発癌はもはや対岸の火事でもなく，日本
人の足元に忍び寄っていた．
　EBVは基本；構造からヘルペスウイルスの1種で
ある．ヒトヘルペスウイルスは，いずれも人類間に
広範に分布し，かつ感染ヒト体内に終生潜在し続け
る性状を特徴としている．即ち，ヒトと平衡関係を
維持しながら容易に持続感染を起こす，いわばヒト
常在性ウイルスである．EBVもヒトに極めてありふ
れた存在であり，世界中その感染は既に幼児期に始
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まり，成人はほぼ皆ウイルス保持者である．
　このようにその感染が普遍的であり，ヒトと共生
関係にあるようなEBVが，試験管内でヒトリンパ
球を容易にトランスフォームし，これに無限増殖能
（immortalization）を付与することが明らかにされ
た．EBVとBしやNPCの関連を示唆する成績は，
（1）BL患者のEBV抗体価が著しく高いこと，（2）腫
瘍細胞内にEBV　DNAとこのウイルスの発癌蛋白
と目されるEBV核内抗原（EB　virus　nuclear　anti－
gen；EBNA）が検出されること，である．EBVが組
織中の全ての腫瘍細胞から検出され，その存在様式
がクローナルであることも判明した．その意味は，
EBVが偶然腫瘍組織に感染した“passenger”では
なく，腫瘍誕生の最初から拘わってきた有力な証拠
である．
　EBV　関連腫瘍の背後には，いずれも共通して
EBV感染の著明な活性化がみられる．即ち，　EBV
発癌は一旦感染，潜在したEBV感染が再活性化す
る過程で起きると考えられており，活性化因子は
EBV発癌の重要なリスク因子である．リスク因子が
潜在・静止しているEBV感染の顕在化を惹起し，
EBVが内蔵する発癌機能と結びついたとき，　EBV
関連腫瘍を招来するという図式である．
アプリ力調査旅行
　EBVは世界中広範に分布しているが，　EBV関連腫
瘍であるバーキットリンパ腫と上咽頭癌は，それぞ
れ特定域である赤道アフリカや中国南部に多発す
る．もし，EBVが2つの腫瘍の病因ウイルスである
と仮定すると，ウイルス感染の普遍性と疾患発生の
偏在性というギャップを説明しなければならない．
私たちは，腫瘍多発域の環境中にEBV感染から発癌
に至る間隙を埋めるco－factorの存在を想定し，そ
の候補にEuphorbia植物を挙げることにした．こう
して，文部省海外学術調査：がん特別調査の一班と
して，「東アフリカ地域の医薬用植物等の発癌促進
（プロモーター）因子としての役割について」に関す
る研究班が誕生し，北大と京大の研究者で組織さ
れ，ナイロビ大とケニア医学研究所（Kenya　Medi－
cal　Research　Institute；KEMRI）の協力を得るこ
とになった．
　1984年12月，私たちは雨季が終わり高原の涼気
がさわやかな日，ナイロビ・ジョモ・ケニヤッタ空
港に降り立った．このときは初年度でもあり，ケニ
アを中心に，赤道アフリカにおけるEuphorbiaの植
生を観察，標本の採集に目標の重点を置くことにし
た．ナイロビを起点に，東のインド洋岸から西は内
陸ビクトリア湖まで，ケニア山麓やタンザニアにも
脚をのばし，その行程は1万キロにも及んだ．新し
いEuphorbiaに出会うと，私たちは逐一停車し，カ
メラに収め，枝，葉，実，最後に根元の土壌を採集
して行った．ケニアでは一木一草に至るまで，採取
と国外持ち出しには行政機関による長い審査が必要
とされていたが，また一方で国外との共同医学研究
がKEMRIを窓口としていたことで私たちの計画
は容易に受け入れられた．こうして集めた資料はメ
タノールに浸され，2画面た片方をKEMRIに残し，
他方を日本に持ち帰ることにした．
　乾季の始まったサバンナは赤茶けて乾いた地肌が
広がり，中天からは焼くような赤道の太陽が大地の
水分を容赦なく吸い上げるように照りつけた．その
地平にサボテンによく似た奇怪な姿態で突っ立ち，
しばしば車窓に目立つEuphorbiaがある．素人目に
も瞬時にそれと知れるEuphorbia　candelabrumで
ある．ときには，校庭に大きな緑陰を投げかける
Croton　tigliumの老木を見上げることもある．こう
して，私たちが辿ったドライブマップは，そのまま
ケニアのEuphorbia地図になった．
　私たちは採集旅行からナイロビに戻ると，持ち帰
ったEuphorbiaの分類・同定のためにナイロビ博物
館付属の植物標本館に足繁く通った．英領時代の色
あせた匂いが残る，だが几帳面に整理された謄葉標
本と照合し，学名を拾いながら，何十種と見つけた
その種の植物とヒトの癌を結ぶ接点を模索してい
た．人里離れた山野を巡って採集したそれらの植物
は，やはり人の生活圏とは縁の薄い存在であった．
　しかし，やがてそれらに代わって人里の，まさし
く農家の生け垣に一定のEuphorbiaを見かけるよ
うになった．その名も「ミドリサンゴ」（和名）と言
い，丁度陸に上がり緑に色変わりしたサンゴといっ
た格好である．学名をEuphorbia　tirucalli，ミドリ
サンゴの生け垣を突如一地域に集中して見ることが
ある．その一つがケニア中央部ケニア山麓東南に広
がるEastern県であった．
　ケニアについて程なく，ナイロビ大学ケニヤッタ
病院耳鼻咽喉科にHRupani博士を訪れたときであ
る．KEMRIの煉瓦屋根にコロニアル風のしょうし
ゃな三階建とは好対照に，この大学病院は地上十階，
（2）
1993年1月 水野：EBウイルス発癌 5
他をへいげいする城塞のようにサバンナの彼方から
も目についた．それまで論文に名を見るに過ぎなか
った博士とは，EBVの研究者という同学のよしみか
ら，たちまち打ち解けると，時の経過も忘れて博士
の語るバーキット事情に聞き入ってしまった．病棟
に足を踏み入れた私たちの周囲をぐるりと囲んだ子
供たちは，のっけからバーキットリンパ腫の患児で
あった．化学療法によく反応して元の愛くるしい顔
を取り戻した仲間に交じって右眼の下に忌まわしい
再発の兆しが米粒ほどに現れた幼い男児も，屈託な
く私たちのカメラをのぞき込むのだった．ぶしつけ
な注文になすがまま，フラッシュを浴びる子の姿が
いかにもけなげであった．不幸な彼らの大半は，遙
かなバーキットリンパ腫の故郷とも言うべきウガン
ダにi接するNyanzaとWestern県にふるさとをも
っていた．そうしてRupani博士は，ケニアにおけ
る多発地帯の第一に両県の名を挙げた．ケニア全体
の70％を占め，残りがEastern県という．従って，
私たちは最大の期待を込めて最大の多発地帯Nyan－
zaとWesternへ向けて出発した．
　ウガンダ，タンザニアとともにビクトリア湖を囲
むケニアの湖水地方は，比較的水利に恵まれて他よ
りも盛んな農業のせいか，ケニアの4割の人口が集
中している．人口希薄なマサイの人々が，潅木の林
をいずこへとなく立ち去るサバンナの風景とは違
い，人口密度の高いこのNyanzaはルオーの人々の
農家が連綿と点在してほっと安らぎすら覚えるので
あった．
　ビクトリア湖に臨む人口15万の明るい港町キス
ムは，ほこりっぽいナイロビの雑踏からみれば，田
舎町ののんびりしたたたずまいが一時疲れを和らげ
心地よかった．そこに600床を擁して基幹病院の役
割を担う県立病院がある．小児病棟の常に1～2割を
バーキットリンパ腫が占めるという．一口にバーキ
ットベルトというが，ケニアでも際立って頻度の高
い地帯である．そのおびただしい数字の背後に一体
何がおぞましくも隠されているのだろうか．ぼんや
り見つめる窓の彼方に，波を真っ赤に染めながら湖
に没して行く巨大な太陽が名残惜しかった．
　私たちの車は乾いた田舎道を砂ぼこりをけたてて
走る．両側に連綿と続く農家が高い潅木に囲われて，
茅葺き屋根だけが梢越しに頭を覗かせる．次から次
へ来たりてまた過ぎて行く．サンゴそっくりの枝振
り，ミドリサンゴの生け垣がどこまでも続く．とき
に屋根の吹き飛ぶ風の強いこの地方は，高い囲みが
重要な防風林であるし，有毒樹液は虫に強く，さら
に長い乾季に耐えられるとあって，100％の農家に
利用されていた．ルオー族の人々は彼らがojuokと
呼ぶこの潅木の林にすっぽりうずまって日々を送っ
ていた．私たちは予想通り再びEuphorbia　tirucalli
に会えた喜びに満足であった．
　次の年，土地の名士に知遇を得て，ルオーの人々
の暮らしを垣間見ることになった．小路の両側はミ
ドリサンゴの生け垣が空を画する屏風のようにそび
え立ち，狭くくねくねとしたその突き当たりに知人
宅があった．びっしり囲むミドリサンゴに，思わず
息苦しさを覚えたのもあながちオーバーとも思えな
かった．共同研究者のナイロビ大学J．O．Kokwaro
教授によれば，Euphorbia　tirucalliは民間薬として
繁用されることになっているが，近代的な県立病院
の医師の口からはついに伝承医療について耳にする
ことはなかったし，ミドリサンゴにふれると肩をす
ぼめてしまった．ところが，私たちはミドリサンゴ
の囲みの中で，それを土地のwitch　doctorから聞
き出すことになった．やはり，ルオーの人々はこの
薬理作用の強いojuokを加工し咽頭痛に，腹痛にわ
ずかな収入で賄えない西洋医学とは逆比例するよう
に頼っていた．私たちは，ojuokの枝，根元の土壌，
飲料水と心おきなく存分に採集して廻った．ぎっし
り繁茂したojuokが周りを囲む溜池の水は，上水道
をもたないルオーの人たちの貴重な飲料水であっ
た．その水を無心に傍らのポリバケツにすくう少女
の姿が鮮明に脳裏に蘇み返ってくる（私たちの飲み
水にはトリハロメタンが入っているそうですね）．
　今，日本に持ち返ったこのojuokを調べている．
リンパ球にEBウイルスを接種する．　ojuokの抽出
液を混入する．するとトランスフォームしたリンパ
芽球が何百倍も増幅されて現れる．ojuokの面体だ
けではない．周辺土壌も，この樹で作った煎薬も，
彼らの毎日を支える飲料水もそうであった．人々は
この活性因子を飲料水を通して毎日摂取している．
以下はその結果である．
アフリカバーキットリンパ腫集中域の植物因子によ
るEBウイルス活性の顕在化
　ヒトにとって普遍的なEBウイルス（EBV）と密
接に関連するバーキットリンパ腫が赤道アフリカに
集中する背後には，発癌におけるco－factorの存在
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が疑われる．こうした疫学的側面から，私たちは腫
瘍多発域に一致して生育するEuphorbia　tirucalli
の存在を見いだした．本研究では，現地で採集した
E．tirucalliからメタノール抽出液を得て，以下の検
索を行った．
　1．Euphorbia　tirucalliのメタノール抽出液は，
著明なEBV関連早期抗原（early　antigen；EA）と
ウイルスキャブシド抗原　（viral　capsid　antigen；
VCA）の合成を誘導した．
　2．同抽出液は，EBV感染浮羽リンパ球のトラン
スフォーメーションを著しく増強した．
　3．Euphorbia　tirucalli生育の周辺土壌，飲料水
にも同様の活性が認められた．
　4．同抽出液は，EBV特異的キラーT細胞活性
を抑制した．
　5．同抽出液を精製して得られた4一　deoxy－
phorbol　ester（4－DPE）に強力な上記活性が見いだ
された．
　私たちが，赤道アフリカのバーキットリンパ腫集
中域に一致して見いだしたEuphorbia　tirucalliに
EBVの発現を強力に増強する活性が認められた．こ
の活性は，Euphorbia　tirucalliの生育する周辺土壌，
飲料水中に検出された．また，Euphorbia　tirucalli
は民間薬としても繁用されており，バーキットリン
パ腫集中域に生活する人々が日常的にこの植物因子
に曝されている可能性がある．
　以上が結果である．一口で言うと，Euphorbia　tir－
ucalli由来の活性因子は，　EBウイルスの合成と細
胞トランスフォーメーションを増強し，他方で生体
のEBV特異的免疫防御能を抑制しながら，　EBウ
イルス発癌を促進して行く，という図式である．加
えて，Euphorbia　tirucalliの活性因子4－DPEが細
胞癌遺伝子myc活性を誘導する成績も得られた．
　赤道アフリカは，一方でまたマラリア流行地でも
ある．このことから，EBウイルス発癌のco－factor
にマラリアを挙げるグループもある．重症マラリア
が免疫低下を引き起こすという．私たちのEuphor－
bia　tirucalli説に対する強力な反対論である．私た
ち 反論としては，ケニア第2の都市モンバサを挙
げておこう．たそがれの涼気が包むナイロビ駅で夜
行寝台に乗り込むと，時速50キロのスワヒリ特急は
ゆっくり一晩かかって坂道を東方へ下り翌朝早くモ
ンバサに着く．モンバサはインド洋に面した高温多
湿の猛烈な熱帯の町であった．そのモンバサにもマ
ラリアは猛威をふるっていた．しかし，モンバサに
はバーキットリンパ腫が少ない．Euphorbia　tirucal－
liも見当たらない．それは高温多湿の気候が，他の
熱帯植物に競争を有利にさせるためという．Eu－
phorbia　tirucalliの葉の構造は水分が蒸発しにくく
乾燥に強いが，多量の雨には不向きである，と同行
の京大植物村田先生が解説してくれた．モンバサは，
バーキットリンパ腫とマラリアが重複しない地域で
あった．
エピローグ
　ナイロビを離陸すると，まもなく私の目は重窓に
吸い寄せられて行く．熱帯の陽光を浴びて中空に浮
かぶキリマンジェロの雪が迫ってくる．荘厳である．
私はケニアに別れを告げながら，脳裏にNyanzaの
風景を重ねていた．私たちが天井裏のアスベストに
敏感な一方で，ルオーの人々はびっしり周りを囲む
ojuokの中で日々を送っていた．バーキットリンパ
腫とEBウイルスとEuphorbia　tirucalliを結ぶ糸
を疑う研究者も，あの圧倒的な発癌プロモーターの
存在を無視することはできないであろう．Nyanza
の医師は，たちどころに上咽頭癌，食道癌，肝癌の
多発を指摘していた．やがて，機は懐かしいモンバ
サの海岸線を離れインド洋へでる．3時間後，ケニア
航空にさようならを言うと．セイシェルで日本行き
に乗り込んだ．
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